Child Care Center Regulation Highlights
＜Title22の要約＞

1 対象年齢

インファント　出生～2歳半

トドラ―オプション　

プレスクール36ヶ月から1年生未満

スクールエージ　キンダー以上

2 施設・設備

室内スペースは幼児1人あたり35スクエアフィート

屋外スペース（園庭）は園児1人あたり75スクエアフィート

園庭は最低4フィートの高さのフェンスで囲われていること

園児15人ごとに、トイレと手洗いが1個ずつ設置されていること

園児は1人ずつ（ロッカーや棚）などの所有物の保管場所があること

昼寝用の寝具があり、収納スペースもあること
飲み水は屋内・屋外両方に用意されていること

安全で年齢にあった遊具が整っていること

洗剤や薬品などは園児の手に届かないところに収納されていること

食事を準備するエリアには、熱/冷　両方の水と、冷蔵庫と食品収納スペースがあること
大人と子どものトイレは別にあること

病気の園児を隔離するスペースがあること（オフィスでも可）

適温を保つこと（68度から85度の範囲）

3 人材

全スタッフはフィンガープリントをとり犯罪履歴等がクリアなことを証明しておく

全スタッフがツベルクリンテスト済みで健康診断レポートがいること
少なくとも1人は15時間のＣＰＲやＦｉｒｓｔ　Ａｉｄの講座を受講していること

4 ディレクター

常時勤務しており、全ての運営を任されていることとする
幼児教育を15単位取得しており、4年のチャイルドケアセンターでの経験がある

15単位中、3単位はチャイルドケアセンター運営と事務にかかわる講義で、12単位はカリキュラムやその他のものとする

また州の教員資格委員の許可があれば、それでもよしとする

5 教師

幼児教育講義を12単位取得していること

Child Development Associate Teacher Permit, Child Development Teacher Permit,

Child Development Master Teacher Permitのいずれかの許可があればそれでもよし

すでに6単位取得しており引き続き1セメスターに2単位とり続けることを証明すれば、Fully Qualified Teacherと認められる。

Child Development Assistant Permitも引き続き1セメスターに2単位とり続けることを証明すれば認められる。

6 アシスタント

高卒または18歳以上であること

カレッジの単位は必要なし

7 教師対園児比率

スタッフは園児のニーズを満たすために必ず監督しておかねばならない。センターはその年齢にあわせて適宜追加スタッフをバックアップとしてもつこと。アシスタントは昼寝とトイレに連れて行くときを除いては必ず教師のもとで園児を見ること。アシスタントのみで園児を見てはならない。

1人の教師につき、12人の園児まで

1人の教師と1人のアシスタントで、15人まで

Fully Qualified Teacherとアシスタント（6単位保持者）で18人まで
昼寝のときの比率は1人の教師につき24人の寝ている園児とする。ただし昼寝が終ったら直ちにまたもとの比率に戻ること。

Child Care Center Orientation 
～法的に遵守すべき事項～
 eq \o\ac(◇,禁)①サインイン/アウトシートの変更・・・登園時と降園時に両方サインが必要（2つ）
　もしサインをし忘れたら、インスペクターが来た際、一人一日当たり＄150の罰金。
　このサインイン/アウトシートは担任の責任のもと、30日保管し、いつでも閲覧可能な状態にしておくこと。サインし忘れは必ず電話を入れて、次の日に書いてもらうよう要請。
 eq \o\ac(◇,禁)②プレ年少～年中園児がトイレを使う時は、トイレに必ず大人の目があること。これが最近とりわけ問題視されており、インスペクターが抜き打ちで来た際、まずこれを遵守しているかチェックし、子どもだけでトイレに行かせた現場を見た際に違反をファイルし、かなり長い更生期間を要される
 eq \o\ac(◇,禁)③本園庭（大）は2400スクエアフィートで、これは同じ時間に32人以上の園児を収容させていると、それを見つけたら、違反を通達され、保護者を巻き込んでの大きなペナルティーとなる。（この違反履歴は今後ずっと残ることとなる）
　園庭（小）は1050スクエアフィートで、同じ時間に14人以上の園児を収容させてはならない。
　常に、園庭遊びをする際、クラス毎に声をかけあって、マックスの定員人数を守る。
　落下する遊具の周囲にはかならずクッションになる素材（4インチ）を引いておく。
④現在うちの幼稚園でプレスクールのライセンスのカテゴリーに該当するのは
　プレ年少組から年中組まで。（厳密にいえば、年中の9月からはキンダー該当児がいるのだが、低い年齢の方にあわせて厳しい方にあわせること。）
⑤州の法律にのっとると、プレスクール教師の資格は、幼児教育の単位を12単位履修してあること。全担任の英文成績証明書の中の、１、発達学　２、カリキュラム　３、学校と子どもそして地域、４その他何でもよしに該当していると思える科目をピックアップしてインスペクターに指し示す準備をしておく。
⑥先生対子どもの比率
　先生1人につき園児12人まで
先生1人とアシスタント（6ユニット保持者）1人で18人まで
先生1人とアシスタント（ユニットなし）1人で15人まで
お昼寝の時の比率は先生1人につき24人まで
⑦具合の悪くなった園児については　隔離ルーム（ここでは校長室又は図書室など）で隔離すること。処方薬は、必ず書面で処方する分量等明確に保護者に書かせること。
⑧一日の終わりには必ずおもちゃをサニタイズ（除菌）しておくこと。
⑨コットとコットの間は必ず人が通れるスペースを確保すること。コットを積み上げる際は、決してコットの裏側【汚い側】とシーツが接触しないこと。どうしても接触する場合はビニールシートを間にはさんでおくこと。寝ている時は靴を着用させる。（要検討）
　年中児であっても、睡眠が必要な子には、睡眠をとらせなければ権利の侵害になる。
⑩州にレポートを出さなければならない。チャイルドアビューズのレポート（強制）
　大きな事故やけがが起きた時。子どもが施設内から抜け出した・家事・爆発
　園児の死亡等　1日内に電話連絡、7日以内に書面（ＬＩＣ６２４）にて連絡義務あり
⑪外遊びに行く時、園庭に水飲み用水を設置していないことをインスペクターが見たら罰金
⑫いかなるドアもふさいではいけない。またコット等やロッカーなど大型家具を周辺において避難の妨げにしてはいけない。
⑬避難経路図を各教室に掲示してあること。またお誕生表は、名字、名前、生まれ月、生まれた日をパブリックに見えるところに掲示しないこと(プライバシー)
⑭インスペクター（監査官）が来るのは
　Ａ）ライセンス取得前の施設チェック
　Ｂ）ランダムビジット（コンピューターによるものなので、頻度は園によってまちまち）
　Ｃ）保護者からの苦情があったら１０日以内に監査がはいる
　Ｄ）違反をしてそれらを改善したかどうかを再検査しに
Ｅ）定員の変更や建物の改築などの変更の際にアポイントなしで
⑮監査が来て違反を発見した場合
　違反タイプＡ・・・直接的かつ、即子どもの健康や安全に危険を伴う種類の違反
　　　　　　　　　　即全保護者に伝え、30日間レポートを校内に掲示させ更生するまで監督
下におかれる。詳細は⑱に後述。
　違反タイプＢ・・・将来子どもの健康や安全をおびやかす可能性があるような書類の違反等

⑯夏場のプール遊びの時のルール
　　簡易型プール（空気で膨らますタイプやプラスチックタイプ）の際は、５フットのフェンスや、インアクセスでなくてもよいが、以下のルールを守ること。
　　　①教師１：子ども６の比率で、人数を普段より余計に配置すること。
　　　②水遊びが終わったら、即座に水を抜くこと。
　　　③空気を入れるタイプは空気を抜いたり、プラスチックのものはひっくり返して水を完全に抜いておくこと。（どんな少量でもためておいてはいけない）
⑰インスペクターが来た際に閲覧させる書類
　園児の個人情報
　　Personal Right(LIC 613)
    Consent for Medical Treatment(LIC 613)
    Identification & Emergency Information(LIC 700)
    Child’s Physician’s Report (LIC 701) if not enrolled to elementary school
    Child’s Preadmission Health History(LIC 702)
    Parents’ Right(LIC 995)
    Admission Agreement
    Needs & Service Plan for infants and special needs children

　職員の個人情報
　　Personal Record(LIC 501)
    Health Screening Report(LIC 503) *TB test result
    Criminal Record Statement(LIC 508)
    Notice of Employee Right(LIC 9052)
    Reporting requirements for suspected child abuse(LIC 9108)
    Criminal record clearance information
    Transcripts & letters of experience
    15 hours of Health & Safety Training
    Appropriate driver’s license for person transporting children

　⑱Type AとType BとType Cの詳細
【Type A: Immediate Health, Safety or Personal Rights Impact】 による違反項目
前科、虐待歴等の刑事書類
　・前科、虐待歴の有無の確認書類の提示
火災安全　 　
　・避難経路の確保
　・煙探知器、消火器の設置
個人の権利　  
　・身体的虐待、性的虐待、言葉による虐待、ネグレクト、食料や水の拘束、園児を部屋に閉じ込め
　　て施錠してはいけない
　・排泄時等も、園児を建物、施設内で１人にしてはいけない
電話
　・施設内に、使用可能な電話があること
健康関連の提供
　・ケガや病気の治療等必要な医療ケアができる、及び医師または救急医療隊員の招集ができること
　・医療品の安全な保管(室温等の環境、鍵を閉める、賞味期限の確認、正しい名前のラベルの貼付け)
　・掃除用品等の科学物質、液体などは園児の手の届かない高さ、もしくは鍵を閉めて保管すること
水、食料の提供
　・安全で清潔な飲料水の提供－戸外遊び環境にも、飲料水を設置すること
　・24時間以内の十分な食料の保存
　・カビ、真菌、細菌の防止、昆虫や害虫の侵入防止、開封や破裂が生じていないかの確認
　・不衛生な環境でないか、有害物質や毒性はないか安全確認、賞味期限の確認
ケアと監督
　・十分に園児をケアできる最低限の職員の配置
建物と庭園
　・園児が水に触れられない為のフェンスの設置の必要
　・割れたガラス窓、壊れた階段や手すり等を放置しない
　・電気配線を露出した状態にしない／コンセント差込口は、安全キャップで封じる
　・毒物劇物、鋭い(またはギザギザ)のエッジや銃器、消灯を手の届くところに配置しない
備え付け品、家具、装置および供給
　・トイレが工事、作業中ではならない
　・紙以外の廃棄物(ゴミ)は、フタをつけるなど直接アクセスできない状態であること
　・使用中のヒーター、暖房器具が触れられない状態であること
　・水の温度は120℉以上になってはならない
　・壊れている家具、不衛生なタオルや寝具は使用しない
【Type B: Potential Health, Safety or Personal Rights Impact】による違反項目
報告要求
　・虐待、放置(ネグレクト)、死亡、傷害などが発生した場合は、医学の専門家からの報告書を即日に
　　要求する必要がある
記録の保存
　・使用可能期限内の職員の資格、免許の証明書、予防接種、医療の評価の情報書類の保存
　・顧客の個人情報、及び医療記録の保存
個人の権利
　・宗教的な協定や、承認のない顧客への郵便、承認のない訪問者の侵入や電話の使用は認めない
健康に関するサービス
　・救急用具の供給、明らかに病気の兆候を持つ園児は隔離する義務
　・施設内での深刻な疾患、損傷を保護者に報告する義務
食料の提供
　・適切な規定食材であり、顧客に献立を証明することができる
　・清潔で、消毒された食器や道具を使用する
　・機能不全でない冷蔵庫、冷凍庫、レンジ等を使用する
計画された活動
　・記録、計画された活動であること
建物、地面、個人的な設備
　・衛生的な生活の確保
　・設備の悪化や、メンテナンスの必要がある場合は、放置しないこと
家具、備え付け品、必要なものの供給
　・棚、椅子等の破損、バネや釘等の露出がないこと
　・園児の人数に十分な洗面所の確保
　・各園児それぞれに寝具のセットがあること

【Type C: Technical Conditions】／TYPE A、TYPE Bに含まれない違反項目：例
報告要求、記録の保存
　・呼び出し、または報告書を用いるフォローアップの必要がある場合
　・TYPE B にリストされていない事項や、レポートするに至る重要はないが、足りない情報や記録が
　　ある場合
　・電話があった場合に、適時にライセンス資格保持者が、必要な情報を答えることができない場合
健康関連の提供
　・救急処置の項目から、１つか２つ足りないものがある場合
食料の提供
　・日付が明記されていない食料の提供があった場合
建物、地面等設備
　・構造、または変化の為の事前許可がなかった場合
　（ガレージのドア、窓、壁、天井、カーペット、床、タイル欠陥　等）
備え付け品、家具、必要なものの提供
　・２～３℉の水温の違反があった場合
参考）2014年度、インスペクターが本年に監査に訪れた際、タイプAの違反を告げられ、30保護者全員に告知する義務と、新入園にも告知する義務を告げられた。また翌日までにすべてを改善した証拠を見せる要指導を受けた。違反事項は以下だった。


　　　×　電気のコンセントカバーをしていない


　　　×　電気の線が園児が踏まないようになっていない


　　　×　ごみ箱にふたがされていない


　　　×　洗剤などのケミカルは決して子どもの手の届くところにおいてはならない


　　　×　サインインアウトのサインが忘れている保護者がいた











